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コナラ天然下種更新における小形掘削機による地床処理の効果
一雑草木の発達制御と実生の定着一

阿部信之*・橋本良二件

Effects of ground treatment using a smaIl-sized excavator in a natural regeneration 

site of Quercus serratαControl of weeds and shrubs for establishment of seedlings 

Nobuyuki Abe*and Ryoji Hashimoto本*

しはむめに

東北地方の都市近郊や農111村地域には，コナラを主体とする落葉広葉樹二次林が広く分布し

ている(石塚.1973;伊藤・JlI毘.1978)。これらの森林については，古くから伐探が繰り返さ

れ，主に伐根から発生するゆ7芽校により更新がおこなわれてきたものがほとんどである。一部

の森林を除けば，概して斗i幹通夜の立木は少なく，反対に株立ち木が多く， lまもとより

観の閣でも低質な構成となっているのこれらの森林の取扱いに関しでは，萌芽による再生を活

かしながらも，天然下積更新i去の和紘的な導入が必要と考えられている(甲斐.1984;西村ら，

1991:韓・橋詰.1992:橋本・脊木.1996)。

天然下種更新では，伐採後の地帯えの際に更新宿に残った革本や低水などの刈り払いをおこ

なう。しかし，刈り払いで地上部を除去したとしても，地下部は生きたまま残るので，地下器

官の栄養繁殖により雑草木が再生し，更新対象樹種の実生を被圧することになる。こうしたこ

とからーとくにササ生え地などでは，種子の着床条件の改善をかねて 刈り払いに続いて機徴

収li問)を導入し， レーキや排こけ反などで地下器官を除去する処~[日(機械地床処理)がしばし

ばおこなわれる(焔野.1983;前田.1988;片陪.1991; Kudoh. 1994)。

機械地床処理は，出現する雑草木種やそれらの被度構成，またi愛占種の交代や諮層化など，処
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理後の植生発達のパターンや速さに強く影響すると見られるが (Haeussleret al.， 1999)，わ

が閣では研究例は少ない(松田・滝川， 1985;林間・小山， 1990)。また，更新閣の植生は全体

が均質に発達するのではなく，場所により優占種あるいは種組成が大きく異なる士会合が少なく

ないようである。このことから，実生の定着に関しては，競合種により競合ストレスが異なる

可能性に注意を払いながら検討する必要があろう (Burton，1993; Collet et al.， 1996)。 なお，

Y休地への機械の導入は，土擦の庄密化をともない，実生の成長にマイナスに働くことがよく知

られている (Kozlowski，1999)。このことから，導入にあたっては，作業能率の許す範簡でな

るべく軽量機械の館用が好ましい(阿部・橋本， 2000)。

小型掘削機による地床処理が，雑草木の再生への影響を通して，コナラ実主主の定着に有効に

作用するかどうかを検証するのが，本研究の目的である。コナラの母樹保残法吏新試験地に地

床処理IRと無処理区を設け， 3年間にわたり雑草木の発達とコナラ実生の生残および成長の推

移を調査した。まず，機械地床処理が雑草木の発達におよほす影響について，出現種とその被

度の時間変化に住自した。そして，実生の定着への影響について，更新国の植生型と関係づけ

て検討し，機械地床処理が更新成功にどのように結びつくかを考察した。

1.試験地と試験藍の設定

1 )試験地

11.試験および調査方法

試験地は，盛伺の北約10km，岩手山南東麓に位寵し(北緯39
0
46'，東経141

0
10')，標高は

190m，斜面方位と傾斜角はそれぞ、れ南南東， 50以下であった。コナラ二次林が成立し，

裂はBl!l， A層の!早さは40~60cmで、あった。試験地は，岩手大学農学部F付属演習林の所管となっ

ており，演習林庁舎前の気象観測 (1987~1997年)によると，年平均気温9.4'C，年平均降水

量U30mmでLあった。

林分の上層水はコナラ，クリ，ホオノキ，ミズキなどであり，上層木の樹高は20~25m，樹

齢は60年前後であった。樹高4m以上の立木の密度は約1，000本ha¥胸高断面積合計 (BA)

は31m2ha-1であり，コナラの占める割合はBAで'40%であった。

2 )試験涯の設定

1996年4月，母樹保残法による天然下韓更新をおこなうため，約0.7haの伐採をおこなった。

母樹(コナラ)の密度は， 85本ha-1とした。母樹は大中笹木から選ぴ，できるだけ一様分布

になるよう配置したO 母樹の胸1#131直径は， 25~49cm (平均41cm)であった。

1996年9月，種子豊作年であることを確認した後，更新罰金体を刈り払い，試験区A， B 

を設定した(留一 1)。試験区A (25X90m)では，小形掘削機(イワフジ， ミニパックホウ

CT-25HR，東京)を導入し，パケットや排土板で革本，ササ類，低木などの地下部を掘り起こ
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図-1.更新薗における試験区A，B 
機械地床処理は試験包Aでおこなった。四角印は実生調査枠を示す。

Plots A and B in the regeneration site. 
The mechanical ground treatment was made in Plot A. Open squares show quadrats for 

investigation of seedlings. 

し除去する作業をおこなった。なお，完全な除去作業は実際には胆難であり，一部の地下器官

は残留したO 試験区B (40X90m)では，刈り払いのみとした。

2.調査方法

1 )植生調査

試験区A，B内の任意の位置にそれぞれ 9個の諦査枠 (1X 1m) を設け， 1997年 6月から

1999年 9月まで継続して植生調査をおこなった。植E色調査は， 1997年は 6月から 9月までの各

月， 1998年と 1999年は 9月におこない，各調査枠に出現する植物種を記載し種ごとに被度と

王子均高を測定した。被度は，業鮮の水平的土地占有状況を見定め，百分率で評価した。平均高

は，最も葉群が集中して分布する地上高を見定め，測定榛を用いて測定した。

植生調査で得られたデータは，次のように処理しt::.o 各試験誌でおこなわれた各時期の槌生

調査において，ある出現穂の被度を調査枠別 (j=1，2.") および池上高階別 (i=1，2・・・)に

表現することとし，それをCijとおく o Cijは，その調査枠に出現するその種の平均高に対応

する地上高階のみに調査で得られた被度を与え，ぞれ.1;1、外の地上高階は Oとする。本研究では，
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以下の(1 )式で与えられるふを試験区におけるある時期のその種の地上高階別被度， (2)式

で与えられるBを同様にその種の被度と定義する。

Ai口:z:cリ /N )
 

1
E
B
A
 

(
 

B = :Z: Ai口:Z::Z: Cij / N ( 2 ) 

ここで Nは調査枠数である.

2 )実生調査

試験区A，Bに，上記の調査枠とは別に，それぞれ42，76偲の調査枠(1 x 1m) を設け，

1997年春に発生したコナラ実生について生残と成長の推移を調査した(図-1 )。調査枠は，

斜面に沿って4m関摘に試験区Aでは 2列，試験毘Bでは 4列に配置し，列問は8mとした。

1997年から1999年まで各年の9月に，生残する実生について地際直径と22iさを測定した。

実生諦査枠では，伐採後3年の1999年9月に，上述と同様の植生調査をおこなった。本調査

では， 1種のみが被度50%以上で{愛占する枠が大部分を占め，試験広Aでは42枠中36枠，試験

区Bでは76枠司J66枠あったO そこで，実生調査枠については当該枠の最高被度種により槌生型

医分をおこなうこととし， 4つの植生型，すなわちアズマザサ型，クマイチゴ型，低木型(ク

マイチゴ以外の低水種)，コナラ型に分けた。なお，本植生型は，伐採後3王手自の植生調査に

もとづくので，前年の植生状態を表すものではない。しかし，前年の植生~犬惑については，経

過観察の限りでは，少なくともクマイチゴ型とコナラ型の枠ではそれぞ、れ最高被度種は同じと

みられ，アズマザサ型と抵木;型の枠でも主主本種を除けばアズマザサあるいは低木種が最も高い

被度をもっていたと推察される。

111.結果

1.雑草木の発達

1 )出現種

試験区A，Bにおける伐採後3年間の植物韓の出現状況を見たのが，表… lである。ここで

は，各調査時期である種が初めて出現した場合を新規出現，前回調査で出現していたものが見

られなくなった場合を後退と呼ぶ。試験区A，Bとも]車本あるいは木本の 3年間の総出現種

数(各時期新規出現種数の合計)の80~90%は，伐採後 l 年目に出現した。試験IKAの総出現

種数は，木本では試験註Bとほとんどちがいはなかったが，革本では試験区Bの1.5倍以上であっ

t::.o 出現種の後退は，革本，*本とも試験区Aで遅れる額向があった。また，出現麓数のピー

クは，試験IKBでは l年目の早い時期にあったのに対し，試験区Aでは 1年尽の連い時期にあっ
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表-1.伐採後3年間の出現種数の変化

Ch註ngesin the number of occurrence species during 3 years after the cutting. 

4 3 8 22 3 3 2 3 15 
12 15 18 23 22 18 15 17 15 12 11 11 

Shrubs and trces 1¥ ew occurrcnce 25 5 4 3 。 o ，j2 28 も 3 2 2 ，12 
Disappearance 。。 10 7 18 3 。 4 5 16 
Occurrence 25 29 33 36 31 21 28 31 30 :ll 29 26 

後退後iこj号{;11E見寸る殺はなかった。
No species reoccurrccl after thc disappearance 

た。

出現種について，試験区Aのみに出現，試験区Aとちに共通して出現，試験区ちのみに出現

の3つのグループに分けて示したのが，表 2である。草木では，試験区Aのみに出現したも

のが20種あり，試験思A，Bに共通して出現した種数より多かった。これに対し，試験区Bの

みに出現した革本はわずか4種であった。木本では，共通して出現するものが庄倒的に多く 36

種あり.試験区Aあるいは試験区Bのみに出現したものはそれぞれわずか4，6種であった。

表-2.試験区A，Bにおける出現種

Occurrence species in Plots A and B. 
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2 )地上高階別被度分布

試験区A，Bの出現種のうちで被度 (B)が高かったのは，アズマザサ，クマイチゴと更新

対象のコナラであった。その他では， :;j立本ではヤマブキ，ムラサキシキブなどの低木種，主主本

ではヒメカンスゲ，オカトラノオなどで被皮が比較的高かった(表-2)。これらの結果より，

植生発達の推移を表現するにあたっては，出現種をアズマザサ，クマイチゴ，コナラ，その他

木本種(以下単に木本韓 (ST))，その他革本種(以下単に革本種(日))の 5つに分けること

とした。

伐採後の各時期における出現種の地上高階別被度 (A，) を，図-2に示す。なお，木本種

(ST) と革本種(狂)については，それぞれに含まれる各出現種のA，の合計が示されている。

伐採後 l年日では，出現種全体の被!支は金成長期を通して試験区Aで小さく，とくに 6月から

8月にかけてちがいは明らかであった。出現種全体の地上高階別被度分布は，試験区Bでは 8

丹には既に最高被箆階が第 1階から第 2階に移動したのに対し，試験区Aでは 9月にヨさつでも

それは起こらなかった。雑草木韓の被度に注践すると，試験区A，Bとも主主本種(日)と木本

種 (ST) が大きい値を示したが，試験医Bでは 9月になって革本種 (H) の被度が減少した

のに対し，試験註Aでは引き続き増大過桂にあった。

伐採後2年日以降は，出現種全体の被度は，試験区A，Bで大きなちがいはないようであっ

た。試験区A，Bとも， 2年目でクマイチゴが上位踏で高い被度を示し， 3年目にl土木本種

1997 1998 1999 

PlotA Jun Jul Aug Scp Scp Scp 

日LLι」
。 20.10 600 2 0 4 0 6 0 0  20 40 60 0 20 10 60 0 20 .10 60 0 20 40 60 

Plot B 

3」向H同。#戸Zベ im SO 

60 

。
。 20 40 60 0 2 0 4 0 6 0 0  2 040600  20 40 60 0 20 40 60 0 20 40 60 

r::J S. ral110Sa o R. Cl百taegifoJius 白日巴rbs Coverage (%) 

s!j Trees and shrubs ロθ'.SelTata 

図-2.伐採後3年間における出現種の地上高別被度分布の推移

Changes in coverage distribution of occurrence species with respect to above-ground 

height during three years after the cutting. 
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(ST) と交代する傾向が見られたが，上位蹄における木本種 (ST) の被度増大は，試験区A

では小さかった。一方，中下位階では，試験区A，Bともに革本種 (H)の被度減少とそれに

代わるアズマザサの被度増大が並行して起こったが，試験区Bではこれが2年自であったのに

対し，試験IXAでは 3年目であった。

コナラの被度は，試験区Bでは初めから低く次第に減少したが，試験区Aでは高いレベルを

維持し，最高被度階の上方への移動は明瞭であった。

2.コナラ実生の定着

1)実生の生残

表-3に，実生調査枠の槌主主型IX分と各植生型における構成種の被度を示す。試験区A，ち

ともアズマザサ型の枠が最も多く全体の約40%を占め，クマイチゴ型を加えると向型で60%を

超えた。残りは，試験区Bでは低木型がコナラ裂に比べ高い比率を示したのに対し(z検定，

p<O.Ol) ，試験区Aでは両者の比率にちがいはなかった。

試験註A，Bにおける実生発生後3年間の生残率を総生型との関係で見たのが，表-4であ

る。コナラ実生は， 1997年4丹下旬から 5月中，下旬にかけて発生し，試験区A，Bとも発生

1年目で枯死したものは観察されなかった。このことから， 1997年9月の実生数は，同年春に

発生した実生数に相当するとした。発生した実生の密度は，試験IXAで、164，000本ha-1であり，

試験区Bの2.5倍であった。実生生残率は，試験区A，Bとも発生2年目で70%以下， 3年自で

50%以下に低下した。植生型全体を通しての王子均生残率は試験区Aで高く， 3年目では試験区

ちとの差は有意であった(z検定，pく0.01)。植生型間の生残率の差異は，試験区Bでは有志:

ではなかったが，試験IXAでは有意であった (χ “検定，p<O.Ol)。試験底Aでは，実主主発生後

3年自の生残率は，アズマザサ型とクマイチゴ型で30%前後，低水型ではこれらに比べ幾分高

いようであり，コナラ~では60%を超えたO

表-3.植生型による調査枠のグループ分けと各グループでの構成種の被度

Quadrats-grouping by vegetation type and coverages of constituent species in each group. 

ド101 V cgctation typc Number 01 Covcrage 01" constitucnt spccics (弘)
quadrats 

S. FamOSi1 R. cnltaegl:ゐ，fius Shrubs and Trees Herbs Q. sernlta 
λ S. rl1mosa 18 64(17) 10(14) 15(l6) 20(22) 15(20) 

R. crataegifojjus 8 21(13) 58( 8) 17((2 17) 10(14) 13(18) 
Shrubs 7 15(11) 1(1) 71(29) 7(10) 7( 8) 
Q. S2I1"tJta 9 12(13) 11(l5) 6( 5) 16( 8) 56(22) 

Total 42 

B S. ramosa 31 68(18) 7(10) 26(17) 5( 8) 2( 4) 
R. crataegifolius 15 18(15) 70(1日) 24(19) 6(14) 64((193) ) 
Shrubs 25 10(14) 9(14) 71(27) 4( 6) 
Q. serr"la 5 5( 8) 14(11) 10(12) 9( 6) 39( 8) 

Quadrals were divided into four vegetalion types according lo a species with the highesl coverage. Numerals in 
coverage columns are means and standard deviations (in parentheses) 



54 岩大i寅卒R36 (2005) 

表… 4.調査枠の植生型とコナラ実生の生残状態

Survival of Quercus serrata seedlings in quadrats as related to the vegetationa type. 

Plol Vegelalion lype 

A S.日間osa
/? CTa/aegifolius 
Shrubs 
Q. SCITIl/a 

Total 

13 S. 1<11110S3 

/? CTa/acgifolius 
Shrubs 
Q. serrata 

金残Eキミについて試験IKA，
(p(O.OI)。

Number 
of quadrats 

18 
8 
7 
9 
42 

31 
15 
25 
5 

Number of seedlings 

1997 1998 1999 
264 145 87 
96 52 26 
81 18 39 
246 182 153 
687 411 294 

120 76 32 
120 60 32 
144 84 57 
93 66 47 

DensilY (nos. m -") Survival ratio 

lヨ97 1998 1999 1997 1998 199臼
14.7 8.1 4.8 1.000 0.549 0.330 
12.0 6.5 3.3 1.000 0.5'12 0.271 
11.6 6.9 5.6 1.000 0.593 OA81 

27.3 20.2 17‘。 1.000 0.710 。町622

16.4 10.5 7.0 1.000 0.642 0.428料

3.9 2.5 1.0 1.000 0.633 0.267 
8.0 4.0 2.1 1.000 0.500 0.267 
5.8 3.4 2.3 1.000 0.583 0.396 
18.6 13.2 9.4 1.000 0.710 0.505 

Tcsl of the difference of two proportions (z) was made for survival ratio belween lhe two corresponding data of Plols A andお;

numerals with asterisks帥 showsigηificantly difference at pく0.01

表-5.調査枠の植生型とコナラ実生の成長状態

Growth conditions of Querclls serraωseedlings as related to the vegetation types. 

Plot Vegelation lype Nllmbm Mean diameter(cm) Mean height(c而
of qlladrats 

A S. nunosa 18 

/? cmtaegifolius 8 0.25放 0.31 OA4不 16 26 '17"b 

Shrllbs 7 0.25ヰ 0.36* 0.40 16 29 49"b 

Q. sermta 9 0.25玖 0.39キ 0.45ネ 1ず 31ネ 55 

Total 42 Mean 0.25次 0.36* 0.43本 16傘 30* 56ネ

日 S.mmosa 31 0.22 0.29 0.35 17 27 51" 

!? cratuegifolius 15 0.22 0.30 0.36 16 29 47"b 

Shrllbs 25 0.21 0.30 0.36 14 26 43 h 

Q. sermtfi 5 0.21 0‘32 0.36 13 26 46"h 

76 0.21 0.30 0.36 15 27 45 

各試験反の謝資枠グループr.llでScheffeの多食検定をおこなった。 げすき文字:の宍なる数字 l土手干窓z~ありな'，<0.0針。
試験!友人， Bの対応する 2 つのデータ i前で母王子均の援の検定 (Welch法)をおこなった。試験IRAの傘印1~ 委立与は対応す

る試験区Bの数字とイi立法あり (1'く0.05)。

Scheffe's multiple comparison was made among vegetation types in each plot: numerals followed by differモnt

alphabetical leters were significantly different at l'く0.05.Tests of the difference of two means were made by 

Welcli s method between the corresponding data of Plots A and B; numerals with asterisk * werc significantly 

different at 1'<0.05‘ 

3 )実生の成長

試験区A，Bにおける実生発生後3年間の成長状態を植生型との関係で見たのが，表-5で

ある。植生型全体を通しての実生の平均地際直径と平均樹高は，ともに 1年目から試験区Aで

に大きく， 2年目， 3年目も同様であった。試験区Aでは 3年目で移t高100cm以上のもの

が4.4%を占め， haあたり 3，000本以上あったのに対し，試験区Bで、は100cm以上のものはわずか

1.2%で， haあたり 300本以下であった(図ー 3)。植生型開の成長援については，地i祭直掻で

は有意差はなかった。しかし 樹高では 3年目にアズマザサ型と低木型の間で有意差が認めら

れ，試験区A，Bともアズマザサ型でτ2かった。
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国一 3.鵠採後 3年自におけるコナラ実生の高さ別頻度分布

Frequency distribution of QuerclIs serrata sεedlings with respect to height at the third 

year after the cutting. 

IV.考察

上機械地床処理による雑草木の発達制調

機械地床処理は， j:lt干占有機物層を含む土壊表層を破壊し扱き乱すため，処理後l土地表あるい

は地表誼下に，通常の伐木・集材作業時の地床撹乱では引き出されないような;限土穂子が現れ

急、激な環境変化の影響が作用して休眠が打破される (Vazquez-Yanes and Orozco-Segovia， 

1994)。また， j:fj~頼有機物!碍より下の土壌腐の裸出は，処理後に周辺植生から j則投;{Iîされる麓

に対しでも格好の発芽床をもたらすことになるであろう。機械地床処理と無処理区における

出現種は，木本ではほとんとε変わらなかったが，革本では処理誌のみに出現する種が数多くあっ

たのは(表-2)，こうした理由によると考えられる。しかし，これらの革本識は，出現期間

が短いものや出現が遅れるものがほとんどで，高い被度を示すものは一つもなかった(表 2)。

伐採後の植生発達は，一義的に出現種全体の楽群の空間分布の拡大過程としてとらえること

ができる(谷本， 1982;宝月， ] 984)。第 1段階では，出現有i全体の被皮が急速に増大し，そこ

では下位階ほど高い被度を示す(図-2)。出現種全体の被度の増大が緩やかになり，最大被

度階の上昇が始まるのが，第2段階である。そして，出現種会体の被度の増大が止まり，被度

分布が正規型をとり，上方に移動する第 3段階へと進む。第 l段階から第2段階への移行は，

無処理区では I年毘の早い時期で既に起こっていたのに対し，機械地床処理区では伐採後2年

目に起こった。これに対し，第 2段階から第 3段階への移行は，開区とも 3年目あるいは試験

区Aではそれ以降になるようであった.これらのことから，機械地床処理は，伐掠後の葉群の
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分布拡大と移動の過程において，進行を遅らせる働きがある。

伐採後 l年目では出現麓全体の被度が処理区で大きく抑えられるのに対し，伐採後2年自以

降では，処理[K，無処理区とも，クマイチゴが急速に発達し上位階で、高い被度を示すため， f也

j格別被度分布はそれほど大きくは変わらなくなる(図 2)。しかし，雑草木穂の被度構

成に注註すると，処理区は無処理[Kとよヒベ 2つ点で大きく異なっている。一つは革本種 (H)

の急激な被度減少に代わって起こるアズマザサの被度増大が l年遅れる点であり，他は低木を

主体とする木本;flTf(ST) の被度増大が処JlIl区で大きくがfJえられる点である。以上より，機械

地床処理による雑草木の発達抑制効果は，伐採後 1年呂では低被度状態を長く保ち， 2 fj三日以

降ではササ類の発達を遅らせ，木本麓の発達を抑える，と整理される。

一般に，地下器官の栄養繁殖による再生では，穂子発芽の;場合と対照的に，貯!i~物質に宮、ま

れることやシュート発生の時期がそろうなどのため，業群形成は速やかに進行する

ほozlowskiet al.， 1991)。上に述べた機械1臨床処理による雑草木の発達抑制は，こうした旺

盛なシュート伸長をともなう地下器官の栄養繁殖を抑えた結果によっていると考えられる。し

かし本処理は，当初ササの再生を大きく抑制すると見られたが，遅延効果は認められたが，

長期的に大きく繁茂量を減退させる効果は期待できないようである。また，鶴子発芽からでも

再生・繁茂が速やかに進むキイチゴ類(後述)のようなものに対しでは，機械地床処Jf!lの効栄

は期待できない。

2.機械地床処理とコナラ実生の定議

機微地床処理H区では，無処現!区の2.51討の実生が発生した(表-4 )。更新而への種子供給

については調査はおこなっていないが観察の限りで、は 処理区と紙処理区で明らかなちがい

はみられなかった。このことから，処理区での高安震の実生発生は， I舟ネズミによるコナラ穂

子の捕食が大幅に抑えられたためと推測される。よく知られているように，機械地床処理にと

もなう土壌表1替の破壊と締め閉めは，野ネズミの活動量を著しく減少させる (Nishikata，1981; 

Montgomery et al.， 1991;林間・五十嵐， 1995)。

処理11区でコナラ実生の生残率がおく成長も良かったのは(表-4， 5)，光や土壌安水分を

めぐる雑草木との資源競合 (Nambiarand Sands， 1993)が緩和されたことが大きく関与して

いると考えられる。上述の機械地床処理による雑草木の発達抑制効果のうち，伐採後 1年間の

低被世状態を長く保つ効果は，競合緩和よりはむしろ-Il寺的に無競合に近い状態にする。また，

この効果は実生発生寵後の平い段1;皆で働くことから，初期成長を{足し以後の競合を有利に運ぶ

であろう。したがって，この効果が最も重要で、あろう。

コナラ実生の生残率がtìlI~型で、異なっていたことは(表- 4)，競合麓により競合ストレス

が異なることを示唆している (Burton，1993; Collet巴tal.， 1996)。生残率が最も低かったの

は，処理区，無処理区ともアズマザサ型とクマイチゴ援のところであった。アズマザサは，人

為の影響を強く受けた林地あるいはその周辺に分布し，地下茎の伸長や分校を活発におこなう
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(Odaki and Asano. 1994)。一方，クマイチゴは，典芸1的な先駆性植物で，発芽して 2年臼以

降，株化とともに地下茎の伸長と分校を盛んにおこなうよつになり 事~たな株を栄養的に増殖

し，巨大なクローン個体群を形成する (Suzuki.1987)。このように，両種はともに地下茎分

校による栄養繁殖で急速に分布域を広げ，かつ高い現存堂宮、}交で空間を占有する。コナラ

の生残率がこれらの植生却のところで低いのは，一つにはこのような理由によるのであろう。

一方，コナラ実主主の生残ネが最も高かった場所は，処理区，無処理区とも楠生型がコナラ型の

ところであった。これは，雑草木との競合に比ベ コナラどうしのそれはあまり厳しくないこ

とを示唆している。機械地床処理が更新閣の植生型構成に及ぼす影響のうち. I努だっていたの

は，コナラ型の枠割合が無処理区の 3倍jJ，Jことなり 20%を控える点である。この増大は，処理

により実生が高密度で発生する場ー所が多くなり，これに雑草木の発達抑制効来が加わったため

と考えられる。したがって，機械地床処理は，更新国のどの植生型のところでもコナラ実生の

定着を促進する一方で.このようにとくに安全に定着できる場所(コナラ型のところ)を面識

的に増やす働きがある。これは，より早く確実に更新を進めるうえで，重要な意味をもってい

ると考えられる。

以上，機械地床処理は，雑草木の発達iIlU術lを通しコナラ実生の定着を明らかに促進する。機

械J也床処理は， 宥fヒにより吏新樹騒の初期成長を阻害すると指摘されているが

(Kozlowski. 1999). 導入する機械の種類や作業法はもとより更新地土壌の物理性など適用条

件を誤らなければ，ナラ類の天然下種更新の地採えとしてきわめて有効である。
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要旨

コナラ天然下種更新における小形掘削機による地床処理が，雑草木の発達への影響を通して，

実生の定着にどのように働くかを 3年間調査した。処理による地下器官の除去あるいは破壊は，

伐採後 l年目では雑草木の被度を低く保ち， 2年目以降ではササ類の発達を遅らせ，低水の発

を抑える効果をもたらした。機械地床処理は，実生の生残率をま!jめ，成長を促進した。また，

処理区では植生型により実生の生残本が有志:に奥なっていたO 本処理により，コナラ実生の優

占する場所が無処理区の3倍以上となり，面積割合で20%を超えた。これは，更新を早く篠実

に進めるうえで重要と考えた.

キーワード:母樹保残法，機械地床処理，雑草木制御，コナラ実生，生残と成長

Summary 

1nfluences of ground treatment on seedling establishment using a small働sizedexcava-

tor were observed in a natural regeneration site of Quercus serrata. Removal and destruc-

tion of under胸g1'oundorgans of weeds and sh1'ubs by the ground treatment provided 

effects du1'ing the establishment of Quercus serrata seedlings; keeping the coverage of 

weeds and shrubs low at the fi1'st year afte1' the t1'eatment and delaying 01' repressing 

the active reflush of bamboo g1'asses and shrubs from under-ground organs at the follow同

ing yea1's. The ground t1'eatment also raised the su1'vival ratio of Quercus serrata seedlings 

significantly and p1'omoted their growth at various places of the regeneration site: the 
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area dominated by Quercus serra/αseedlings was obviously enlarged. These results imply 

that the ground treatment facilitated the seedlings to establish thεmselves safely and also 

accelerated thεir regeneration progress. 

Key words: mother tree method. mechanical ground treatment， control of weeds and 

shrubs. QuercllS seedlings. survival and growth 




